An example of "Managing for solving problems" in art education. : Dialogue through works - Ability to look at things from various perspectives and deepen their views of the world- by KIMURA, Shinichiro
1.　美術科の取り組みの概要
1.1　はじめに
「作品 （作者 ： 私 ・ 他者＝思い） との対話」




があげる 「対話」 とは， アメリア ・ アレナス氏が
提唱した “思考能力， 対話能力の向上を目的
に実践される対話による美術作品の鑑賞法”（＝ 
対話型鑑賞） を示している。 たとえば， 鑑賞活
動であれば， 級友， 先輩， 後輩の作品に対し





者の思い） との対話」 と考えることができる。 ま















Shinichiro kimura （Tottori University Junior High School） : An example of “Managing for 
solving problems” in art education.  Dialogue through works - Ability to look at things from 
various perspectives and deepen their views of the world-





鑑賞力の向上に有効であった。 本稿では， その授業実践例についての指導案， 用いた資料
などを合わせて紹介する。 また， 他学年での実践についても紹介する。
キーワード ― オルタナティヴ， 作品との対話
Abstract ― I have tried to introduce “alternative activities”which emphasize rearing of abilities 
to look at things multi-directionally to expression and appreciation activities in art education of the 
2nd grade of junior high school to nurse “ability for constructing harmonious human relations with 
imaginative power”. Real works made by Akira Mouri, （1935-2008） , who was a renowned illustrator 
born in Tottori, were used as materials. The aim of the activity was to develop and enhance breadth and 
depth of appreciative power, by sharing their impressions obtained through watching those works. It 
was found that introduction of such discussion to a class of art was effective in improving appreciative 
power. In this article I will show a teaching plan of an example of practice of the class, together with 
reference materials used in the class. I will also introduce practices for the 1st and 3rd grades.
Key words ― alternative, dialogue through works
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ながら， 作品の世界観を深める展開も 1 つであ
り， そういった要因を控えて作品自体から伝わる
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り， 手のデッサンを 1 年生の時より定期的に行っ
















2 年生は， これまで， 生徒同士の作品の鑑賞
のほかに， 作品の内側に立ち， 作者の思いを
読み取る活動 「みる ・ なる ・ しる」 を行ってき
た。 1年生では 「モナ ・ リザ」 を 2年生では 「最
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作品との対話―多様な視点で物事を見つめ、 その世界観を深める力―
2.4　実践の様子について




1953　油彩／③ ［ﾎﾟｽﾀｰ伊勢丹］ ２点 1969　鉛
筆 ･ ｱｸﾘﾙ／④ ［ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅｯﾂ］ 1990
　ｱｸﾘﾙ／⑤ ［信長戦記］ 1998　鉛筆 ･ ｱｸﾘﾙ／








と ［2］ ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰとしての仕事としての作品， ｵ
ﾘｼﾞﾅﾙ作品があることなどを考慮して， ご子息毛
利葉氏のご自宅を訪問し， 各作品のｴﾋﾟｿｰﾄﾞ等
をお聞きした上で， 油彩 2 点①②ポスター 2 点

































第 2 学年の 4 学級のうち， 2 学級においては





ているかを確認した。 筆記テスト （図 2.5-1） は
全部で 6 問設定し， 図 2.5-2はその正答率であ
る。 図 2.5-2において， オルタナティブ活動によ
る学習展開を行った学級を対象学級 1， 2 とし，
教師主体で行った学級を 3， 4 とする。
図 2.4-1 自作ﾘｰﾌﾚｯﾄ部分より
図 2.4-2 授業の振り返り （対象生徒 2学級 66名）
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題 材 名：「作品との対話～ みる ・ なる ・ しる ～」
対象学年 ： 全学年
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学級） で深く学ぶ （「しる」） という流れである。
1年生では美術作品との出会いを目標にﾚｵﾅﾙﾄﾞ




･ ﾀﾞ ･ ｳﾞｨﾝﾁ作 「最後の
晩餐」 を扱っている。
3 年生では， 自画像を制作するにあたり， 作
者の心情， 思いを深く感じ取ろうとするとともに，
発想力を豊かに考え， 表現しようとする心情を育
てることを目標に， ｺﾞｯﾎ， ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ， ﾋﾟｶｿなど複
数の自画像を扱っている。 鑑賞の一環としてより
深く作品を味わう活動として 「なる」 活動は， 演
じる側， 撮影する側の相互関係が必要であり，
年度当初の仲間作りにもつながると考える。 ま













た懸念もある。 本題材については， さらなる 「み
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